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研究成果の概要（和文）：ブログやツイッターなどのＵＧＣ(User Generated Contents)は，複

数の著者によって断片的に書かれた記事の集合体である．本研究では，大量な記事集合におけ

る、記事間の関連性や類似性を手がかりに，記事間や著者間の経時的な変容の解明手法、文章

の印象評価手法を確立するとともに，それらの知見に基づく新たな情報探索手法を考案した．

質問回答サイトのアーカイブデータ等を用いた評価を行い，考案手法の有効性を確認した． 
 
研究成果の概要（英文）：User generated contents i.e. Blogs and Twitters are written by many 
authors and are recently growing as a bigger part of social information sharing. In this 
research, we have developed several analyzing methods using both an impression of each 
articles and a relationship among the articles. And also we have proposed new type of 
navigational information retrieval methods. Our evaluation using the archive data of 
community question and answering site shows effectiveness of our proposed ones. 
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１．研究開始当初の背景 
生活者が自ら情報を発信し，相互活用する

ＵＧＣ(User Generated Contents)は，元の
記事にリンクを張るあるいはコメントを付
記するなどの二次的な記述によって，読者も
著者の一員として著作活動に参画でき，近年
著しく利用が拡大している．このようなＵＧ
Ｃでは，断片的内容を記述した幾つかの記事
を相互に関連させ，一塊の記事群とすること
で，意味・内容が完結するチャンクを形成す
ることができる．例えば，個人の意見や主張

を発信し易くすることを目的とするブログ
では，単に情報発信が容易となるだけではな
く，発信された情報（話題）に対して補足や
賛同，反論などを様々に引用しながら書くこ
とができる．また，質問回答サイトでは，情
報発信を質問か回答かのいずれかに限定す
る単純なモデルとすることで，議論の流れを
把握しやすくしている．質問によって話題を
提供し，その話題に対してのみ回答を積み重
ねるというモデルは，質問間にまたがる議論
が抑止され，回答は一人一回とするなどの制
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約とあいまって議論が紛糾することもほと
んどない．しかし，このモデルでは，類似し
た質問が繰り返し投稿される，複数の話題に
関係する質問や回答を行うことが難しいな
どの問題もあると考えられる． 
一方，膨大に蓄積されたインターネット情

報資源から，ユーザの情報要求に合致する情
報を的確に検索する検索エンジンの高度化
に対する要求も高まっている．この要求に応
える従来研究の多くは，著者が作成したペー
ジを処理の基本単位としており，記事の断片
化が進むＵＧＣを対象にすると，大量の類似
記事に埋もれて検索精度が低下する，検索結
果だけでなく周辺にある関連記事も読まな
いと内容が把握できないなどの課題も残さ
れていた． 
 
２．研究の目的 
(1) 様々な立場の著者(情報発信者)によって
付与された記事間の明示的なリンク，あるい
は，テキストの類似性などの言語的な特徴に
よって示される暗黙的なリンクを抽出し，そ
れらによって形成されるチャンク内および
チャンク間のネットワーク構造を分析する
とともに，分析結果に基づいて効率的な情報
探索を実現する手法を確立する． 
(2) 記事を投稿する著者に着目し，関連する
チャンクに投稿する著者間の関係性をネッ
トワーク分析によって明らかにする． 
(3) 記事中に出現する語彙の親しみ易さ（親
密度）や印象を用いた文章表現の特徴抽出法
を確立する． 
 
３．研究の方法 
(1) 典型的な UGC として，関連記事や続報
が多い新聞記事と，質問毎にチャンクが形成
される質問回答サイトの記事集合とを対比
させながら，記事間にハイパーリンク構造を
生成する手法を検討する．次に，得られたハ
イパーリンクを情報探索に適したナビゲー
ションネットワークへと変換する手法につ
いても検討を深める．以上の 2 段階の技術を
確立することで，UGC 記事集合を探索する
ナビゲーション手法を実現する． 
(2) 複数の回答者が繰り返し回答する質問
回答サイトのデータを用いて，回答者間ネッ
トワークを構築する手法を考案する．一つの
質問に複数の回答者が回答することと，同一
の回答者が異なる質問や異なるカテゴリで
回答する現象に基づいて回答者間を関連付
けることで，回答者やカテゴリの特性を明ら
かにする． 
(3) 新聞記事および質問回答サイトの複数
の記事を対象に，出現する語彙の親密度と印
象度を評価し，これらの分布が記事の種別や
カテゴリに依存していることを明らかにす
る． 

 
４．研究成果 
(1) UGC 文書空間をナビゲーションによって
網羅的に探索するナビゲーション手法を提
案した(図 1.)．提案法では，対象とする文書
集合中の記事間を関連付ける共起語をノー
ドとするグラフを抽出した後に，ユーザによ
るナビゲーション(ノード間遷移)が容易と
なるようにノードの出次数を制限しつつ有
向グラフに変換する．一般に，ノードの出次
数を制限することでグラフの平均距離は長
くなる傾向を示すが，平均距離の増加を抑え
つつ出次数を制限できる手法である(図 2.)． 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    図 1. UGC 文書空間ナビゲーション手法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2. 質問回答サイト記事における平均距離 
 
(2) 質問回答サイトにおける質問毎の平均
的な回答数はカテゴリに依存する(図 3.)．ま
た，我先にと回答する第一回答者の比率も，
カテゴリに依存していることが明らかとな
った(図 4.)．複数のカテゴリで回答する回答
者の分布(図 5.)の結果とも合わせると，質問 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
       図 3. 質問毎の平均回答数 
回答サイトと一言で言っても，カテゴリ毎に
異なる性質を備えたコミュニティが形成さ



 

 

れていることを強く示唆している． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4. 第一回答者のカテゴリ比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  図 5. カテゴリ間に拡がる回答者の興味 
 
「優れた回答者が回答した質問でベストア
ンサーを取得した回答者はより優れている」
とする考えに基づいて，個々の回答者の役割
と貢献度を定量的に算出するQARank, QAHits
アルゴリズムを提案した．ベスト回答者に対
する QARank 値の分布(図 6.)から，PC カテゴ
リには 10 名程度の優れた回答者が存在する
こと，恋愛カテゴリには特定の回答者にベス
ト回答が偏らないことが明らかとなった．同
様の評価を第一回答者についても実施し，カ
テゴリ毎に特徴が異なることを確認した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   図 6. ベスト回答者の QARank 値分布 
 
(3) 新聞記事および質問回答サイトの複数
の記事を対象に，出現する語彙の親密度と印
象度を評価し，これらの分布が記事の種別や

カテゴリに依存していることを明らかにし
た．語彙特性辞書から文章の印象評価に有効
と考えられる語を抽出し，利用者実験によっ
て 9種類の因子に分類した(表 1.)． 
この結果を用いて文章評価を行ない，質問

と回答の文章中に含まれる印象語が，ベスト
アンサーの推定に一定の効果があるとの示
唆を得た．更に，ある単語から喚起されるイ
メージがどの程度思い浮かべやすいかを表
す単語心像性を特徴量に加えることで推定
精度を向上できることを示した．  
    表 1. 因子と対応する印象語 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(4) 質問回答サイトに投稿された質問記事
は，自然言語で記述されたユーザの情報要求
であることから，この質問記事を用いてイン
ターネット情報検索における多様なクエリ
拡張を実現する方法を考案した．クエリ拡張
は，質問を投稿するカテゴリと投稿時期の 2
次元でファセットを構成したタグクラウド
で行い，ユーザが選択したキーワードに基づ
いて拡張クエリを生成すると共に，拡張の根
拠となる質問記事を提示する(図 7.)．タグク
ラウドに提示する語は，LDA 手法を用いて各
ファセットにおける重要語を抽出している． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  図 7. タブ切替による 2次元ファセット 
一方の季節性は，季節(四季)毎の変動係数
(C.V)を算出し，バーストを判定することで



 

 

特徴的な語を抽出する手法を考案した．質問
回答サイトに投稿された 3年間の質問を対象
に分析を行ない(図 8.)，季節性の高い語を抽
出できることを検証した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  図 8. 季節性の高い語の出現確率の推移 
 
(5) ユーザの情報要求と情報資源(ウェブペ
ージ)との間で情報粒度が異なることは，情
報探索において大きな課題となっている．情
報要求の粒度が大きい場合への対処法とし
て，検索結果となる複数ページ間の関係性を
分析するシステム(図 9.)を考案した．検索結
果を特徴付ける語を LDA等の手法を用いて抽
出し，その語を軸キーワードとすることで，
検索結果を 2次元空間に配置する．インタラ
クティブに軸キーワードを入れ替えながら
所望の情報を得る利用者実験を行ない，多様
な検索結果を網羅する必要がある情報探索
は有効であることを確認した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 9. ページ間の関係性に基づく検索手法 
 
一方，ユーザが要求する情報がページ内の

限定領域にのみ存在する場合には，ページ内
の領域を切り出して，集約・編集できる手法
が有効となる．そこで，ページを階層的な構
造とテキスト量に基づいて複数のブロック
に分割する手法を考案した．ユーザが指定し
たブロックを単位としてスクラップブック
を作成できるシステム(図 10.)を実装し，利
用者実験によって有効性を確認した． 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
  図 10. ブロックを単位とする情報集約 
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